
 第80回　愛知県中学校総合体育大会水泳競技大会

 2026年7月25日(土)～7月26日(日)　愛知クロコくんアリーナ(50m)
順位 氏名 チーム名学年 タイム 泳者ラップ 級 順位 氏名 チーム名学年 タイム 泳者ラップ 級

No.1 女子 4×100m メドレーリレー 予選 No.30 女子 4×100m フリーリレー 予選

田中　　雫 中3 1:12.08 － 丹所　潤瑠 中3 59.83 －

浅野　夢真 中2 1:17.10 田中　　雫 中2 1:04.28

湯浅仁心凜 中2 1:07.76 安東　莉結 中2 1:03.72

丹所　潤瑠 中3 59.81 山田　実侑 中3 1:04.40

No.4 女子 200m 自由形 予選 No.34 女子 400m 自由形 予選

3位 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中3 2:10.86 － 9級 10位 山田　実侑 １toＳＷＩＭ 中3 4:53.26 － 7級

15位 田中　　雫 １toＳＷＩＭ 中3 2:18.45 － 7級 No.36 女子 200m バタフライ 予選

19位 山田　実侑 １toＳＷＩＭ 中3 2:19.76 － 6級 9位 湯浅仁心凜 １toＳＷＩＭ 中2 2:31.03 8級

No.6 女子 100m バタフライ 予選 15位 浅野　吏胡 １toＳＷＩＭ 中1 2:36.47 － 9級

17位 湯浅仁心凜 １toＳＷＩＭ 中2 1:09.45 － 8級 No.38 女子 100m 自由形 予選

25位 浅野　吏胡 １toＳＷＩＭ 中1 1:10.43 8級 2位 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中3 1:00.78 － 9級

No.10 女子 100m 平泳ぎ 予選 29位 安東　莉結 １toＳＷＩＭ 中2 1:04.32 － 7級

8位 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中2 1:16.56 － 9級 No.40 女子 100m 背泳ぎ 予選

32位 児玉華梨奈 １toＳＷＩＭ 中3 1:27.47 － 4級 13位 田中　　雫 １toＳＷＩＭ 中3 1:11.49 － 7級

No.12 女子 50m 自由形 予選 No.42 女子 200m 平泳ぎ 予選

15位 安東　莉結 １toＳＷＩＭ 中2 28.93 8級 9位 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中2 2:46.66 － 8級

78位 児玉華梨奈 １toＳＷＩＭ 中3 31.00 6級 No.46 女子 400m 自由形 決勝

No.18 女子 200m 自由形 決勝 10位 山田　実侑 １toＳＷＩＭ 中3 4:52.09 － 7級

2位 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中3 2:07.80 10級 No.48 女子 200m バタフライ 決勝

全中・JOC 10位 湯浅仁心凜 １toＳＷＩＭ 中2 2:33.11 － 8級

No.24 女子 100m 平泳ぎ 決勝 No.50 女子 100m 自由形 決勝

8位 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中2 1:15.94 9級 3位 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中3 1:00.35 － 9級

No.28 女子 4×100m メドレーリレー 決勝 No.54 女子 200m 平泳ぎ 決勝

田中　　雫 中3 1:10.33 10位 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中2 2:48.56 － 8級

浅野　夢真 中2 4:31.82 1:15.99 No.56 女子 4×100m フリーリレー 決勝

湯浅仁心凜 中2 全中 1:06.99 丹所　潤瑠 中3 59.96 －

丹所　潤瑠 中3 58.51 田中　　雫 中2 1:02.91

安東　莉結 中2 1:03.89

山田　実侑 中3 1:03.81

No.11 男子 100m 平泳ぎ 予選 No.43 男子 200m 平泳ぎ 予選

3位 浅野　快吏 春日井中部 中3 1:07.28 8級 1位 浅野　快吏 春日井中部 中3 2:22.15 全中 9級

No.25 男子 100m 平泳ぎ 決勝 No.55 男子 200m 平泳ぎ 決勝

5位 浅野　快吏 春日井中部 中3 1:07.08 8級 2位 浅野　快吏 春日井中部 中3 2:22.20 全中 9級
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4:10.57
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2位 4:36.75

2026年7月25日・26日、愛知クロコくんアリーナで行われた今大会は、真夏の厳しいコンディションの中、選手一人ひとりが

最後まで力を尽くした熱戦となりました。

最大のハイライトは、女子4×100mメドレーリレー決勝です。予選2位から臨んだ決勝で、田中雫選手、浅野夢真選手、湯浅

仁心凜選手、丹所潤瑠選手が力強くつなぎ、終盤で大逆転。4分31秒82で優勝し、全中標準タイム4分33秒43を突破しました。

チーム全員でつかみ取った、価値ある全国標準突破です。

個人種目では、丹所潤瑠選手が女子200m自由形決勝で2分07秒80を記録。全中標準2分08秒81を突破するとともに全国ジュニ

アオリンピックカップの標準も突破しました。大舞台の決勝で自己の力を発揮し、勝負強さを示した見事な泳ぎでした。

また、浅野快吏選手は男子200m平泳ぎで2分22秒15をマークし、全中標準2分23秒82を突破。予選から高い集中力を保ち、全

国の舞台へつながる力泳を見せました。

今大会は、Mリレーの劇的な優勝、個人種目での全国標準突破など、チームにとって大きな成果を残した大会となりました。


